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1 はじめに
アーカイブマネージャは、ServerView Suiteのサーバデータ管理のコンポーネ

ントであり、ServerView Operations Managerのインストール時に自動的にイン

ストールされます。

アーカイブマネージャを使用して、サーバのシステムデータや動作データを記

録／保存できます。このデータを確認、比較して、サーバ構成の概要を簡単に

把握できます。また、比較により、変更部分を確認できます。

アーカイブマネージャではOperations Managerのサーバリストが使用されます。

また、次の操作が可能です。

l アーカイブの表示

l アーカイブの確認

l アーカイブの評価

l アーカイブの比較

l アーカイブの削除

タスク管理では、アーカイブの定期採取を行うタスク管理機能が用意されていま

す。

Operations Managerでアーカイブを取得することもできます。この場合、サーバ

リストでサーバのコンテキストメニューから「今すぐアーカイブを取得」を選択し

ます。

1.1 ServerView Suiteのマニュアル

ServerView Suite のマニュアルは、各サーバシステムに付属のServerView

Suite DVD 2 に収録されています。

また、インターネットから無料でダウンロードすることもできます。オンラインドキ

ュメントは、インターネットのhttp://manuals.ts.fujitsu.com の「Industry

standard servers」のリンクの下にあります。
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1 はじめに

1.2 表記規則

この マニュアルでは以下の表記規則を使用します:

表記 説明

データの損失やデバイスの損傷の可能性があるリスクを表示します。

追加関連情報とヒントを表示します。

太字 インターフェイス要素の名前を示します。

等間
隔表
示

パスおよびファイル名など、出力やシステム要素を示します。

太字

の

等間

隔表

示

キーボードを使用して入力するテキストを示します。

青字
の文
字列

関連するトピックへのリンクを示します。

ピン
ク字
の文
字列

既に表示したリンクを示します。

<abc> 実際の値と置き換える必要がある変数を示します。

[abc] オプション(構文)を示します。

[key] キーボード上のキーを示します。大文字のテキストを入力する場
合、[Shift]キーを指定します。たとえば、Aを入力する場合 [SHIFT] +
[A]を押します。2 つのキーを同時に押す場合は、2 つのキーをプラス
記号で連結して示します。
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マニュアルおよび実際の画面

ServerView Suiteの画面はシステムに依存しているため、表示される詳細はシ

ステムによって異なる場合があります。また、システム固有の差異は、メニュー

オプションとコマンドに関連している場合があります。画面は予告なく変更となる

場合があります。その場合は各画面のヘルプを参照して下さい。
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2 メインウィンドウ
アーカイブマネージャのメインウィンドウには、以下のセクションがあります。

l ServerView Suite のヘッダー

l ServerView Suite のメニューバー

l ワークスペース。左側にサーバリスト、右側にタブがあります。

図 1: アーカイブマネージャ のメインウィンドウ

アーカイブマネージャのメインウィンドウの各タブは、約5 秒間隔で更新されま

す。

2.1 サーバリスト

サーバリストは、アーカイブマネージャのメインウィンドウの左側にツリー構造で

表示されます。このリストでは、Operations Managerで管理しているすべてのエ

ントリが次のように分類されています。
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2 メインウィンドウ

分類 意味

すべてのサーバ Operations Managerで管理している 全
サーバ

グループ Operations Managerで定義されている
グループ

アーカイブ アーカイブがあるサーバ

サーバリスト内の各サーバの前に表示されるアイコンは、そのステータスを示し

ています。

アイコン 意味

サーバは正常動作しています。管理可能状態です。

サーバは管理不可能状態です。

ブレードサーバは正常動作しています。管理可能状態です。

ブレードサーバは管理不可能状態です。

サーバブレードは正常動作しています。管理可能状態です。

サーバブレードは管理不可能状態です。

BladeFrameは正常動作しています。管理可能状態です。

BladeFrameは管理不可能状態です。

クラスタは正常動作しています。管理可能状態です。

クラスタは管理不可能状態です。

更新

サーバリストが含まれるメインウィンドウが更新されます。
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2.2 設定(タブ)

「設定」タブには、サーバリストで選択したサーバの現在の状態が表示されま

す。各サーバについて次の情報が表示されます。

l サーバが含まれるグループのタスク

l 最後のアーカイブ実行の結果(一度だけ直ちに)

アーカイブマネージャでは、次のタイミングで「設定」タブが自動的に更新されま

す。

l 5 秒間隔

l タスクを開始または停止したとき

図 2: 「設定」タブ
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2 メインウィンドウ

「設定」タブには、サーバリストで選択したすべてのサーバとグループが表示さ

れます。データは表形式になっており、各列は以下を示しています。

列 意味

アイコン アイコンがサーバタイプを示します。

表示が、サーバのアーカイブを作成できるかどうかを示
します。

暗 アーカイブを作成できます。

明 アーカイブを作成できません。

「<列>のフィルタ」 ダイアログボックスが開き、テーブ

ルに表示する行を指定できます。

名前 サーバの名前

グループ グループタスクのグループ名

スケジュール サーバに対して開始されたタスク

タスクのステータスを
示すアイコン

最後のアーカイブのステータス

緑 アーカイブに成功しました。最後の
アーカイブでエラーは発生しませ
んでした。

青 アーカイブに成功しました。ただ
し、アーカイブ時にサーバがRSB
モードになっていました。

黄 最後のアーカイブでエラーが発生
しました( タイムアウトまたは
SNMPエラー) 。

赤 アーカイブに失敗しました。

青の矢
印

データのアーカイブ中です。

グレー ステータスが不明です( インポート
されたアーカイブ、またはログファ
イルがない) 。

白 アーカイブがありません。

前回のアーカイブ 最後のアーカイブ取得時刻
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列 意味

次回実行 次のタスクの実行時刻

保存数 保存されているアーカイブ数

タスク管理

「タスク管理」ダイアログボックスが開き、サーバのアーカイブタスクを作成ま

たは編集できます。

開始

選択したサーバのアーカイブタスクを開始します。

停止

現在実行中のタスクを終了します。

ServerView Archive Manager 13

2.2 設定( タブ)



2 メインウィンドウ

2.3 アーカイブ(タブ)

「アーカイブ」タブには、サーバリストで選択したサーバの既存のアーカイブが表

示されます。

タブを開くには、メインウィンドウの「アーカイブ」タブをクリックします。

図 3: 「アーカイブ」タブ

データは表形式になっており、各列は以下を示しています。

列 意味

No 取得したアーカイブの通番

「<列>のフィルタ」 ダイアログボックスが開き、テー

ブルに表示する行を指定できます。

名前 サーバの名前
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列 意味

アイコン アーカイブのステータス

緑 アーカイブに成功しまし
た。

黄 アーカイブでエラーが発
生しました( タイムアウト
またはSNMPエラー) 。

赤 アーカイブに失敗しまし
た。

グレー ステータスが不明です(
ファイルがインポートさ
れたか、ログファイルが
ない) 。

アーカイブ アーカイブの作成時刻

コンポーネント

サーバのコンポーネントを示します。コンポーネントに対して以下の操作が

可能です。

l 情報の表示( 「表示」)

l アーカイブの比較( 「比較」)

全てにチェック

「コンポーネント」リスト内の全コンポーネントを選択します。

自動選択

選択されているサーバのコンポーネントをすべて「コンポーネント」リストで

選択します。

表示

選択されているアーカイブについて、「コンポーネント」リストで選択したコン

ポーネントに関する情報を表示します。
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2 メインウィンドウ

比較

選択されている 2 つのアーカイブについて、「コンポーネント」リストで選択し

たコンポーネントに関する情報を比較します。

HTML形式

アーカイブ( 「表示」) またはアーカイブの比較( 「比較」) をHTMLページとし

て表示します。

テキスト形式

アーカイブ( 「表示」) またはアーカイブの比較( 「比較」) をプレーンテキスト形

式で表示します。

削除

選択されているアーカイブを削除します。

出力

選択されているアーカイブの元の内容を新しいブラウザウィンドウに表示し

ます。ブラウザの「名前を付けて保存」コマンドを使用して内容を保存するこ

とで、アーカイブをエクスポートできます。
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2.4 アーカイブの表示

アーカイブの内容は、「アーカイブビュー」に表示されます。

「アーカイブ」タブで「表示」を選択して、「アーカイブビュー」を開きます。

図 4: アーカイブ表示用のアーカイブビュー

アーカイブ表示用の「アーカイブビュー」は、次の2 つのセクションから構成され

ています。

l アーカイブの名前を示すヘッダー

l アーカイブに関する情報が含まれる情報エリア

テキスト表示

すべての情報をプレーンテキスト形式で表示します。

HTML形式

情報がHTMLページとして表示されます。
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2 メインウィンドウ

2.5 アーカイブの比較

2 つのアーカイブを比較した結果は「アーカイブビュー」に表示されます。アーカ

イブを比較するとき、アーカイブマネージャでは名前または識別子( ファイル名

またはキャビネット ID) を使用して、コンポーネントが1 つのアーカイブにある

か、両方のアーカイブにあるか、どちらのアーカイブにもないかが確認されま

す。コンポーネントの名前を変更した場合は、完全に異なる結果が生成される

可能性があります。

「アーカイブ」タブで「比較」を選択して、「アーカイブビュー」を開きます。

図 5: アーカイブ比較用のアーカイブビュー

アーカイブ比較用の「アーカイブビュー」は、次の3 つのセクションから構成され

ています。

l 比較するアーカイブの名前を示すヘッダー

l 結果内を移動するためのナビゲーションバー

l アーカイブ比較に関する情報が含まれる情報エリア

テキスト表示

すべての情報をプレーンテキスト形式で表示します。
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HTML形式

情報がHTMLページとして表示されます。

System 情報

情報エリアで、アーカイブの結果は次のように示されます。

アーカイブ間で値が異なります。

この値はアーカイブ１にのみ含まれます。

この値はアーカイブ２にのみ含まれます。

アーカイブ１に差異があります。

アーカイブ２に差異があります。

2.6 ログ(タブ)

「ログ」タブには、ログファイルのエントリが表形式で表示されます。関連する

アーカイブを削除すると、ログファイルと「ログ」タブのエントリが自動的に削除さ

れます。ただし、失敗したタスクは自動的に削除されないので、明示的に削除す

る必要があります。

アーカイブマネージャでは、実行される各タスクが、ログファイルのエントリとし

て記録されます。ログファイルのエントリには、各アーカイブのステータス情報

が含まれます。ログファイルからエントリを削除すると、関連するアーカイブのス

テータス情報も削除されます。この場合、アーカイブは「アーカイブ」タブでス

テータスアイコンが淡色表示(ステータス不明)になります。

タブを開くには、メインウィンドウの「ログ」タブをクリックします。
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2 メインウィンドウ

図 6: ログ(タブ)

「ログ」タブの各列は以下を示します。

列 意味

アイコ
ン

タスクのステータス

緑 アーカイブに成功しました。

黄 アーカイブでエラーが発生しまし
た( タイムアウトまたはSNMPエ
ラー) 。

赤 アーカイブに失敗しました。

グレー ステータスが不明です( ファイルが
インポートされたか、ログファイル
がない) 。

「<列>のフィルタ」 ダイアログボックスが開き、テーブルに表示する

行を指定できます。
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列 意味

時刻 ログファイルにエントリが記録された時刻

名前 サーバの名前

ログ アーカイブの名前。名前には、アーカイブの作成時刻が含まれま
す。

グルー
プ

グループタスクのグループ名。

スケジ
ュール

このエントリに含まれるアーカイブタスクを示します。

アーカイブタスクのプロパティが変更されるか、アーカイブタスクが

削除されると、表示が変更されます。

エラー エラーメッセージ

削除

選択した、失敗したタスク(赤いアイコン)のエントリがログファイルから削除

されます。

2.7 ダイアログボックス

アーカイブマネージャには、以下のダイアログボックスがあります。

2.7.1 タスク管理(ダイアログボックス)

アーカイブマネージャのタスク管理を使用して、「設定」タブで選択したサーバに

ついて次の処理を実行できます。

l 新規タスクの定義

l 既存のタスクの編集または削除

l タスクの有効化または無効化

「設定」タブで「タスク管理」を選択して、「タスク管理」ダイアログボックスを開き

ます。

ServerView Archive Manager 21

2.7 ダイアログボックス



2 メインウィンドウ

図 7: 「タスク管理」ダイアログボックス

サーバ

選択されているサーバの名前。

タスク

定義されているすべてのアーカイブタスク。「**」は、タスクが開始したことを

示します。一度だけ直ちにアーカイブを実行するタスクは、サーバごとに事

前に定義されています。

開始

選択したタスクが開始され、「設定」タブの表にコピーされます。

停止

選択したタスクが終了し、「設定」タブの表から削除されます。
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新規

「スケジュール設定」ダイアログボックスが開き、新規タスクを作成できます。

編集

「スケジュール設定」ダイアログボックスが開き、選択したタスクを編集できま

す。「一度だけ直ちに」のタスクは編集できません。

削除

選択したタスクが削除されます。「一度だけ直ちに」のタスクは削除できませ

ん。

タスクの詳細

タスクの詳細な説明です。タスクが実行されているサーバも表示されます。

閉じる

設定をコピーせずにダイアログボックスを閉じます。

更新

ダイアログボックスの表示が更新されます。

2.7.2 スケジュール設定(ダイアログボックス)

「スケジュール設定」ダイアログボックスで新しいアーカイブタスクを作成できま

す。このとき以下の情報を指定できます。

l アーカイブ採取を開始する時間

l アーカイブ採取の頻度

「スケジュールタスク」リストから選択する間隔に応じて、追加パラメータを設定

できます。

「スケジュール設定」ダイアログボックスを開くには、「タスク管理」ダイアログボ

ックスで「新規 」または「編集」を選択します。
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2 メインウィンドウ

図 8: 「スケジュール設定」ダイアログボックス

スケジュールタスク

タスクを実行する頻度を「一度だけ」、「日ごと」、「週ごと」、「月ごと」から選

択します。選択する項目によっては、追加設定が表示されます。

OK

ダイアログボックスが閉じられ、設定が「タスク管理」ダイアログボックスにコ

ピーされます。
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開始時刻

タスクの開始時刻です。「スケジュールタスク」で選択した項目に応じて、ここ

では次の設定が可能です。

一度だ
け

1 回のアーカイブタスクの日付。

日ごと 「直ちに」またはアーカイブタスクを実行する時間。

週ごと アーカイブタスクを1 週間に実行する日数と 1 か月に実行する
週数。

月ごと アーカイブタスクを実行する日付。

古いアーカイブデータを残す

通常のアーカイブタスクについて、保存するアーカイブを指定します。

最後のみ残す 最後のアーカイブだけが保存されます。

全て残す すべてのアーカイブが保存されます。

指定個数残す 指定する数のアーカイブが保存されます。

閉じる

設定をコピーせずにダイアログボックスを閉じます。

2.7.3 フィルタダイアログボックス

「<列名> 列のフィルタ」ダイアログボックスのタブを使用して、テーブルに表示す

るテーブルエントリを指定できます。テーブルにはデフォルトですべての行が表

示されます。テーブルは、列および以下の基準でフィルタできます。

l 1 つまたは複数の値( 「標準」タブ)

l 値の範囲。複数の値を指定できます( 「カスタマイズ」タブ)

ダイアログボックスを開くには、テーブルヘッダーのフィルタアイコン をクリッ
クします。フィルタを実行できる各列に対してフィルタアイコンが表示されます。
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2 メインウィンドウ

2.7.3.1 標準( フィルタダイアログボックス)

図 9: フィルタダイアログボックスの「標準」タブ

「標準」タブでは、すべての値と選択した列での発生頻度を表示します。

全て選択 表示するすべてのテーブル行を選択します

全て非選択 すべてのテーブル行を選択解除します

<値> 選択した値を持つすべてのテーブル行を表示します
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2.7.3.2 カスタマイズ( フィルタダイアログボックス) - 文字列

「カスタマイズ」タブに、文字列を入力できます。この文字列と一致する対応する

テーブル行が、選択した列の各値に表示されます。

図 10: フィルタダイアログボックスの文字列用「カスタマイズ」タブ

<列名>列のパターン

文字列はフィルタ条件として機能します。文字列には任意の英数字と、以下

のプレースホルダを使用できます。

? 任意の1文字を表します。

* 任意の文字列を表します。

\ 文字* と ? を使用してフィルタリングできるワイルドカード文字です。

フィルタ条件として、任意の文字数を入力できます。正規表現によるフィルタ

リングは実行できません。
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2 メインウィンドウ

2.7.3.3 カスタマイズ( フィルタダイアログボックス) - 数値

「カスタマイズ」タブに、特定の数値範囲を入力できます。この数値範囲と一致す

る対応するテーブル行が、選択した列の各値に表示されます。

図 11: フィルタダイアログボックスの数値用「カスタマイズ」タブ

<列名>

論理演算子付きのリストと、範囲の開始値の入力フィールドがあり、条件の

作成に使用できます。

論理演算子AND またはOR

AND 両方の条件を満たす必要があります

OR 片方の条件を満たす必要があります

<列名>

論理演算子付きのリストと、範囲の終了値の入力フィールドがあり、条件の

作成に使用できます。
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3 アーカイブマネージャの起動
アーカイブマネージャは次のように ServerView Operations Manager から開くこ

とができます。

l ServerView のメニューバーで「サーバデータ管理」の「アーカイブマネージ
ャ」を選択します。

メインウィンドウに アーカイブマネージャが開きます。

3.1 タスク

アーカイブのタスクは次の要素から構成されます。

l データをアーカイブするサーバ

l アーカイブを実行する時間

l アーカイブデータを記録する時間間隔

l アーカイブを繰り返す頻度

タスクの作成や編集には「設定」タブを使用します。

3.1.1 一度だけのアーカイブ実行

アーカイブを一度だけ実行するタスクは、すぐに(一度だけ直ちに)開始する

か、特定の時刻(夜など)に開始できます。

1 台または複数のサーバに一度だけのアーカイブタスクを特定の時刻に作成す

るには、次の手順に従います。

1. メインウィンドウで、サーバリストから 1 台または複数のサーバを選択しま
す。特定のサーバを選択しなかった場合、すべてのアーカイブサーバの
データがアーカイブ対象になります。

2. 「設定」タブで「タスク管理」を選択します。11 ページの設定( タブ) を参照し
てください。「タスク管理」ダイアログボックスが開きます。21 ページのタス
ク管理(ダイアログボックス) を参照してください。

3. 「新規」を選択します。「スケジュール設定」ダイアログボックスが開きま
す。

4. 「スケジュールタスク」リストから「一度だけ」を選択します。

5. 「開始時刻」で開始時刻を選択します。
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3 アーカイブマネージャの起動

6. タスクの日付を入力します。

7. 「OK」をクリックして設定を保存します。ダイアログボックスが閉じられ、新
しいタスクが「タスク管理」ダイアログボックスの「タスク」リストにコピーさ
れます。

8. 「開始」を選択してアーカイブタスクを開始します。アーカイブがすぐに開始
します。

9. 「閉じる」を選択すると、ダイアログボックスが閉じます。アーカイブが作成
されると、Operations Manager のサーバリストで、該当するサーバにアー
カイブアイコンが表示されます。

Operations Managerでアーカイブを取得することもできます。この場合、サーバ

リストでサーバのコンテキストメニューから「今すぐアーカイブを取得」を選択し

ます。

3.1.2 日ごとのアーカイブ実行

「スケジュール設定」ダイアログボックスで「日ごと」を選択すると、特定の日に

アーカイブを実行することだけでなく、日数、時間、または分の単位で間隔を指

定できます。したがって、たとえば3 日間隔や、5 時間間隔で、選択したサーバ

のアーカイブを実行するタスクを作成できます。

アーカイブタスクが多数あると、ネットワークのパフォーマンスが低下す
る可能性があります。

この手順では、1 台または複数のサーバに対して、特定の日にアーカイブタスク

を作成する方法を示します。

1. メインウィンドウで、サーバリストから 1 台または複数のサーバを選択しま
す。特定のサーバを選択しなかった場合、すべてのアーカイブサーバの
データがアーカイブ対象になります。

2. 「設定」タブで「タスク管理」を選択します。11 ページの設定( タブ) を参照し
てください。「タスク管理」ダイアログボックスが開きます。21 ページのタス
ク管理(ダイアログボックス) を参照してください。

3. 「新規」を選択します。「スケジュール設定」ダイアログボックスが開きま
す。

4. 「スケジュールタスク」リストから「日ごと」を選択します。

5. 「開始時刻」に開始時刻(最初のタスクを実行する時刻)を入力します。
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6. 次に、サーバ設定をアーカイブする日、時間、または分の数を選択しま
す。ここで「1」は、毎日、毎時、または毎分を表します。

7. アーカイブタスクを毎日、毎時、または毎分実行するかどうかを選択しま
す。

8. 「古いアーカイブデータを残す」で、保存するアーカイブの数を選択しま
す。

9. 「OK」をクリックして設定を保存します。ダイアログボックスが閉じられ、新
しいタスクが「タスク管理」ダイアログボックスの「タスク」リストにコピーさ
れます。

10. 「開始」を選択すると、設定した時間に関係なく、アーカイブタスクがすぐに
実行されます。

11. 「閉じる」を選択すると、ダイアログボックスが閉じます。新しいタスクが「設
定」タブの表にコピーされます。最初のアーカイブが作成される
と、Operations Manager のサーバリストで、該当するサーバにアーカイブ
アイコンが表示されます。

Operations Managerでアーカイブを取得することもできます。この場合、サーバ

リストでサーバのコンテキストメニューから「今すぐアーカイブを取得」を選択し

ます。
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3 アーカイブマネージャの起動

3.1.3 週ごとのアーカイブ実行

「スケジュール設定」ダイアログボックスで「週ごと」を選択すると、特定の曜日

にアーカイブを実行することだけでなく、週または日の単位で間隔を指定できま

す。したがって、たとえば2 週ごとの月曜日と金曜日に、選択したサーバのアー

カイブを実行するタスクを作成できます。

アーカイブタスクが多数あると、ネットワークのパフォーマンスが低下す
る可能性があります。

この手順では、1 台または複数のサーバに対して、毎週金曜日にアーカイブタス

クを作成する方法を示します。

1. メインウィンドウで、サーバリストから 1 台または複数のサーバを選択しま
す。特定のサーバを選択しなかった場合、すべてのアーカイブサーバの
データがアーカイブ対象になります。

2. 「設定」タブで「タスク管理」を選択します。11 ページの設定( タブ) を参照し
てください。「タスク管理」ダイアログボックスが開きます。21 ページのタス
ク管理(ダイアログボックス) を参照してください。

3. 「新規」を選択します。「スケジュール設定」ダイアログボックスが開きま
す。

4. 「スケジュールタスク」リストから「週ごと」を選択します。

5. 「開始時刻」で開始時刻を選択します。

6. 「週」で、サーバ設定をアーカイブする週の数を選択します。ここで「1」は
毎週を表します。

7. タスクを実行する曜日を選択します。

8. 「古いアーカイブデータを残す」で、保存するアーカイブの数を選択しま
す。

9. 「OK」をクリックして設定を保存します。ダイアログボックスが閉じられ、新
しいタスクが「タスク管理」ダイアログボックスの「タスク」リストにコピーさ
れます。

10. 「開始」を選択すると、設定した時間に関係なく、アーカイブタスクがすぐに
実行されます。

11. 「閉じる」を選択すると、ダイアログボックスが閉じます。新しいタスクが「設
定」タブの表にコピーされます。最初のアーカイブが作成される
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と、Operations Manager のサーバリストで、該当するサーバにアーカイブ
アイコンが表示されます。

Operations Managerでアーカイブを取得することもできます。この場合、サーバ

リストでサーバのコンテキストメニューから「今すぐアーカイブを取得」を選択し

ます。

3.1.4 月ごとのアーカイブ実行

「スケジュール設定」ダイアログボックスで「月ごと」を選択すると、特定の日付

にアーカイブを実行することを定義できます。

アーカイブタスクが多数あると、ネットワークのパフォーマンスが低下す
る可能性があります。

1. メインウィンドウで、サーバリストから 1 台または複数のサーバを選択しま
す。特定のサーバを選択しなかった場合、すべてのアーカイブサーバの
データがアーカイブ対象になります。

2. 「設定」タブで「タスク管理」を選択します。11 ページの設定( タブ) を参照し
てください。「タスク管理」ダイアログボックスが開きます。21 ページのタス
ク管理(ダイアログボックス) を参照してください。

3. 「新規」を選択します。「スケジュール設定」ダイアログボックスが開きま
す。

4. 「スケジュールタスク」リストから「月ごと」を選択します。

5. 「開始時刻」で開始時刻を選択します。

6. タスクを一月に実行する頻度、またはタスクを実行する月を選択します。こ
のとき、次のいずれかを選択します。
l 「日付指定」

l または「曜日指定」を選択して、特定の日を指定(毎週2 日目)

7. アーカイブタスクを実行する月を選択します。

8. 「古いアーカイブデータを残す」で、保存するアーカイブの数を選択しま
す。

9. 「OK」をクリックして設定を保存します。ダイアログボックスが閉じられ、新
しいタスクが「タスク管理」ダイアログボックスの「タスク」リストにコピーさ
れます。

ServerView Archive Manager 33

3.1 タスク



3 アーカイブマネージャの起動

10. 「開始」を選択すると、設定した時間に関係なく、アーカイブタスクがすぐに
実行されます。

11. 「閉じる」を選択すると、ダイアログボックスが閉じます。新しいタスクが「設
定」タブの表にコピーされます。最初のアーカイブが作成される
と、Operations Manager のサーバリストで、該当するサーバにアーカイブ
アイコンが表示されます。

Operations Managerでアーカイブを取得することもできます。この場合、サーバ

リストでサーバのコンテキストメニューから「今すぐアーカイブを取得」を選択し

ます。

3.1.5 タスクの変更

既存のタスクの設定はいつでも変更できます。ただし、タスクの時間間隔(一度

だけ、日ごと、週ごと、月ごと)は変更できません。時間間隔を変更する必要が

ある場合は、該当タスクを削除してから、新規に作成する必要があります。

1. 「設定」タブで「タスク管理」を選択します。11 ページの設定( タブ) を参照し
てください。「タスク管理」ダイアログボックスが開きます。21 ページのタス
ク管理(ダイアログボックス) を参照してください。

2. 「タスク」リストから、変更するタスクを選択します。

3. 「編集」をクリックします。「スケジュール設定」ダイアログボックスが開き、
選択したタスクの設定が表示されます。

4. 必要に応じて設定を変更します。

5. 「OK」をクリックして設定を保存します。ダイアログボックスが閉じられ、変
更したタスクが「タスク管理」ダイアログボックスの「タスク」リストにコピー
されます。

6. 「開始」を選択すると、設定した時間に関係なく、変更したアーカイブタスク
がすぐに実行されます。

7. 「閉じる」を選択すると、ダイアログボックスが閉じます。変更したタスクが「
設定」タブの表にコピーされます。
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3.1.6 タスクの削除

現在実行中のタスクを削除することもできます。タスクは、停止しなくても削除で

きます。事前に定義されている「一度だけ直ちに」タスクは削除できません。

1. 「設定」タブで「タスク管理」を選択します。11 ページの設定( タブ) を参照し
てください。「タスク管理」ダイアログボックスが開きます。21 ページのタス
ク管理(ダイアログボックス) を参照してください。

2. 「タスク」リストから、削除するタスクを選択します。

3. 「削除」を選択します。選択したタスクが「タスク」リストと、「設定」タブの表
から削除されます。

4. 「閉じる」を選択すると、ダイアログボックスが閉じます。

3.2 アーカイブ

アーカイブには、特定の時間に収集された管理対象サーバのシステムデータが

含まれます。以下のサーバのアーカイブを作成できます。

l PRIMERGYサーバ

l サーバブレードを備えたPRIMERGY ブレードサーバ

l PRIMERGY BladeFrame ( 日本市場では未サポート)

アーカイブマネージャでは、次のディレクトリにアーカイブが保存されます。

Windows C:\Program Files\Fujitsu\ServerView
Suite\svom\data\ServerView\Archive

Linux /opt/fujitsu/ServerViewSuite/svom/data/ServerView/Archive

アーカイブマネージャでは、管理対象サーバに関する次のデータがアーカイブ

されます。
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コンポーネ
ント

意味

システム情
報

システム情報、たとえば IPアドレス、ステータス概要、インストー
ルされている OSに関する情報

ファイルシ
ステム

ファイルシステムに関する情報

外部記憶装
置

ハードディスクやコントローラに関する情報

ベースボー
ド

プロセッサやメモリモジュールに関する情報

バス＆ア
ダプタ

既存のバスシステム、たとえばEISAまたはPCI 、および接続さ
れているコントローラに関する情報

ネットワー
ク

ネットワークに関する情報

キャビネット サーバの温度とファンの状態に関する情報

Recovery 監視データ、たとえば起動と再起動の設定、保守

Inventory ハードウェア構成に関する情報

コンポーネ
ント ステー
タス

ユーザ自身が交換できる CSS コンポーネントに関する情報。こ
れには、ホットプラグのハードディスクドライブ、ホットプラグの電
源ユニット、作業用メモリ、システムファン、拡張カードなどがあ
ります。

BladeFrame
情報

さまざまなブレードに関する情報

BladeFrame
ハードウェ
ア監視情報

さまざまなブレードのセンサーデータ

BladeFrame
Devices

CD-ROM、ハードディスク、冗長Ethernet 接続に関する情報

PServer情
報

構成されている pServer に関する情報

Blade
Server

マネジメントブレードのエージェントに関する情報
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BladeFrame に関する有用なデータを示すのは次のコンポーネントだけです。

l Inventory

l HW Monitoring

l Devices

l pServer

3.2.1 アーカイブの表示

次の手順でサーバのアーカイブデータを表示できます。

1. サーバリストからサーバを選択します。

2. 「アーカイブ」タブに切り替えます。14 ページのアーカイブ( タブ) を参照し
てください。

3. タブでアーカイブを選択します。

4. 「コンポーネント」リストから、表示するコンポーネントを選択します。

5. 表示タイプを選択します( 「HTML形式」または「テキスト形式」) 。

6. 「表示」を選択します。アーカイブデータがWeb ページ「アーカイブビュー」
に表示されます。
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3.2.2 アーカイブの比較

2 つのアーカイブを比較できます。1 台のサーバの異なる時間のアーカイブ、ま

たは2 台のサーバのアーカイブを比較できます。

1. 「アーカイブ」タブに切り替えます。14 ページのアーカイブ( タブ) を参照し
てください。

1 台のサーバの2 つのアーカイブを比較する場合

2. サーバリストから、アーカイブを比較するサーバを選択します。

3. タブで 2 つのアーカイブを選択します。

4. 「コンポーネント」リストから、比較するコンポーネントを選択します。

5. 表示タイプを選択します( 「HTML形式」または「テキスト形式」) 。

6. 「比較」を選択します。比較の結果がWeb ページ「アーカイブビュー」に表
示されます。

2 台のサーバのアーカイブを比較する場合

2. サーバリストから、アーカイブを比較する 2 台のサーバを選択します。

3. タブで 2 つのアーカイブを選択します。

4. 「コンポーネント」リストから、比較するコンポーネントを選択します。

5. 表示タイプを選択します( 「HTML形式」または「テキスト形式」) 。

6. 「比較」を選択します。比較の結果がWeb ページ「アーカイブビュー」に表
示されます。

結果

比較の後、両アーカイブの間で一致するコンポーネントと異なるコンポーネント

がWeb ページ「アーカイブビュー」に表示されます。
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3.2.3 出力の印刷

ブラウザの標準機能を使用して、アーカイブや、アーカイブの比較の内容を印刷

できます。

前提条件

アーカイブまたはアーカイブの比較の内容が表示された「アーカイブビュー」ウィ

ンドウが表示されている必要があります。

1. 出力を右クリックし、コンテキストメニューで「このフレーム」の「フレームを
新しいウィンドウで開く」を選択します。出力が新しいブラウザウィンドウで
開きます。

2. ブラウザのメニューで「ファイル」の「印刷」を選択して出力を印刷します。

3.2.4 アーカイブの削除

アーカイブを削除するには、次の手順に従います。

1. サーバリストで、1 台または複数のサーバを選択します。9 ページのサー
バリストを参照してください。

2. 「アーカイブ」タブを選択します。

3. タブで、削除するアーカイブを選択します。

4. 「削除」を選択します。選択したアーカイブがリストから削除されます。

Operations Manager ですべてのアーカイブを削除することもできます。この場

合、アーカイブアイコンが表示されたサーバのコンテキストメニューにある「アー

カイブの削除」コマンドを使用します。

3.3 テーブルのフィルタリング

特定の列で値または値範囲を使用して、テーブル内のエントリをフィルタリング

できます。テーブルヘッダーの右側のフィルタアイコンは、フィルタリングできる

列を示しています。 .

テーブル内のエントリをフィルタするには、以下の手順に従います。
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3 アーカイブマネージャの起動

1. 列の横のフィルタアイコンをクリックします。「列のフィルタ」ダイアログボッ
クスが開き、「標準」タブが表示されます。26 ページの標準( フィルタダイ
アログボックス) を参照してください。

2. 1 つの値に基づいて列をフィルタするには、対応するテーブル行に表示す
る値を「標準」タブで選択します。

3. 値範囲に基づいて列をフィルタするには、「カスタマイズ」タブを選択しま
す。

4. 「カスタマイズ」タブで、この列に表示する値に対する条件を作成します。

5. 「OK」を選択してエントリを確認します。ダイアログボックスが閉じ、選択内
容に従ってテーブルエントリが表示されます。フィルタされた列に表示され
るフィルタアイコンが、濃い青に変わります。

3.4 アーカイブマネージャの終了

アーカイブマネージャを終了するには、メインウィンドウを閉じます。

l アーカイブマネージャのメインウィンドウを閉じるには、ブラウザウィンド
ウの「閉じる」アイコンを使用します。
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4 SVSnmpArchive( コマンド)
SVSnmpArchive コマンドを使用して、コマンドレベルでPRIMERGYサーバの

アーカイブデータを作成できます。この為には、サーバがサーバリストに登録さ

れている必要があります。サーバリストにないサーバのアーカイブを作成した場

合、アーカイブデータに対してOperations Manager の「アーカイブをインポート」

の機能を使用して、このサーバをサーバリストに追加できます。

構文

SVSnmpArchive {-s <サーバ名>| -i <IP アドレス>} [-c <コミュニ

ティ>][-r <リトライ回数>] [-t <タイムアウト>] [-o <アーカイブファイ

ル>] [-I <ini ファイル>]

オプション

-s <サーバ名> アーカイブを作成するサーバの名前。サーバ名を使用す
る場合は、サーバがサーバリストに含まれる必要があり
ます。

-i <IP アドレス> アーカイブを作成するサーバの IPアドレス。IPアドレス
は、サーバがサーバリストに含まれない場合にのみ必要
です。

-c <コミュニティ> ( オプション) SNMPクエリの送信にアクセス権限を使用
するコミュニティの名前。コミュニティが無効だった場合、
アーカイブファイルにはタイムアウトだけが含まれます。
デフォルト :サーバリストのサーバコミュニティまた
はpublic

-r <リトライ回数> ( オプション) SNMPクエリのリトライ回数。
デフォルト : 3

-t <タイムアウト> ( オプション) SNMPクエリのタイムアウトの値。
デフォルト : 5

-o <アーカイブファ
イル>

( オプション) アーカイブファイルのパスと名前。アーカイ
ブ名のタイムスタンプにはYYYYMMDDhhmmssの形式
を使用します。パスを指定しなかった場合、アーカイブは
SnmpArchiveディレクトリに保存されます。オプション

を指定しなかった場合、アーカイブはServerView アーカ
イブディレクトリArchive内の対応するサーバ名または

IPアドレスの下に保存されます。
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4 SVSnmpArchive( コマンド)

-I <ini ファイル> ( オプション) アーカイブ制御用の ini ファイル。ini ファイ
ルには、SNMPWalk クエリのオブジェクト ID が含まれま
す。サーバがサーバリストに含まれる場合は、サーバタ
イプに対応する ini ファイルが使用されます。
デフォルト :StartOids.ini ( SnmpArchiveディレク

トリ内) 。

4.1 コマンドを使用したアーカイブの作成

コマンドレベルでサーバのアーカイブを作成するには、SVSnmpArchive コマン

ドを使用します。手順は、サーバにインストールされている OSによって異なりま

す。

Windows

1. コマンドウィンドウを開きます。

2. 次のディレクトリに移動します。<SV のインストールパス>/ServerView

Services/scripts/ServerView/SnmpArchive

3. コマンドを入力します。例 :
SVSnmpArchive -s testserver.

規定のディレクトリにアーカイブが保存されます。

4. コマンドウィンドウを閉じます。

Linux

1. 端末ウィンドウを開きます。

2. 次のディレクトリに移動しま
す。/opt/fujitsu/ServerViewSuite/web/cbi-

bin/ServerView/SnmpArchive

3. コマンドを入力します。例 :
SVSnmpArchive -s testserver.

規定のディレクトリにアーカイブが保存されます。

4. 端末ウィンドウを閉じます。
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5 パフォーマンスの最適化
サーバタイプによっては、管理サーバのパフォーマンスに影響しないように

アーカイブマネージャを最適化する必要がある場合があります。最適化するに

は、たとえば、タスクを並行して実行できる数を見直すか、タイムアウトやリトライ

回数を設定し直します。

並行タスクの数の決定

この値は、同時にアーカイブされるサーバの数を制御します。この値を超える

アーカイブが同時に要求された場合、超過した分は、スロットが空き次第取得さ

れます。このようにして、アーカイブ時のマシンリソースの使用量が制御されま

す。

並行タスクの数のデフォルト値は30 です。同時に 30 を超える並行タスクがあっ

た場合、超過したタスクは、実行が可能になり次第、処理されます。

管理サーバで、この数のアーカイブプロセスを一度に処理できない場合は、こ

の値を20 などに変更できます。

値を0 に設定すると、一度に作成されるアーカイブ数の制限がなくなります。

1. 実行中のタスクがないことを「設定」タブで確認します。

2. ServerView Operations Manager を終了します。

3. ServerView Services を停止します。

l Windows :Windowsのタスクマネージャを使用して ServerView

Servicesを停止します。

l Linux :次のコマンドを使用します :/usr/bin/sv_services

stop

4. 次のディレクトリに移動します。

l Windows :<SV のインストールパス>/ServerView

Services/scripts/ServerView/SnmpArchive

l Linux :/opt/fujitsu/ServerViewSuite/web/cgi-

bin/ServerView/SnmpArchive

5. 編集のために SVArchiveServer.iniファイルを開きます。

6. パラメータ ConcurrentJobsAllowedを探し、値を変更します。

7. 変更内容を保存します。
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5 パフォーマンスの最適化

8. ファイル SVArchiveServer.iniを閉じます。

9. ServerView Services を再び開始します。

l Windows :Windowsのタスクマネージャを使用して ServerView

Servicesを開始します。

l Linux :次のコマンドを使用します :/usr/bin/sv_services

start

アーカイブマネージャソフトウェアをアップグレードする
と、ConcurrentJobsAllowedパラメータの値はデフォルト値に戻り

ます。

タイムアウトとリトライ

アーカイブ中に待ち時間を超過することが増え、その結果アーカイブが作成され

ていない場合は、待ち時間とリトライ回数を増加できます。次の操作が可能で

す。

l サーバをサーバリストに追加するときにこれらの値を設定します。サーバ
ブラウザで「ネットワーク/SNMP」タブを選択します。

l サーバリストでサーバを選択し、コンテキストメニューで「サーバのプロパ
ティ」をクリックすることで、これらの値を調整します。「サーバのプロパティ
<サーバ>」ウィンドウで「ネットワーク/SNMP」タブを選択します。
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6 ヘルプについて
Help の情報を表示します。

6.1 ヘルプの呼び出し

ヘルプの呼び出しにはいくつか方法があります。

l ダイアログボックスの情報: F1 キーまたはヘルプボタン

l ウィンドウエリアに関する情報： 選択したエリアでF1キー

l メインウィンドウに関する情報：ヘルプ/このページのヘルプ

l 現在のマネージャに関する情報： ヘルプ/<マネージャ>のヘルプ

l ServerView Suiteに関する情報： ヘルプ/目次

6.2 お気に入りへ保存

ヘルプでは2種類のお気に入りを保存できます。

l トピック

l 検索結果

6.2.1 トピックをお気に入りへ保存

1. 保存したいトピックを表示します。.

2.
ヘルプ画面でツールバーの アイコンをクリックします。そのトピックへ
のリンクが「お気に入り」タブの「Favorite topics」に保存されます。

6.2.2 検索結果をお気に入りへ保存

1. ヘルプ画面で「検索」タブを開きます。

2. 検索する文字列を入力します

3. 検索をクリックします。関連性のあるトピックが表示されます。
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6 ヘルプについて

4.
検索ボックス右の アイコンをクリックします。そのトピックへのリンク
が「お気に入り」タブの「Favorite searches」に保存されます。

6.3 ヘルプの検索

以下にしたがってヘルプを検索できます。

1. ヘルプ画面から「検索」タブを開きます。

2. 検索する文字列を入力します。

3. 「検索」をクリックします。
関連性のあるトピックが表示されます。

4. エントリをクリックします。
トピックが右のウィンドウに表示されます。検索用語は強調表示されます。
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